
[駒 大]   打安点 

④84 小 林  ４１０ 

⑧78 嘉数駿  ２００ 

⑥  岡   ３２０ 

⑤ 白崎浩  ３００ 

⑦ 山 下  ２００ 

H4 砂 川  １００ 

PH 柴 田  １００ 

７ 竹 邑  ０００ 

② 戸 柱  ４１０ 

⑨ 友 滝  ２１０ 

PH 下 川  １００ 

DH 江 越  ４２２ 

③ 増 本  ２００ 

PH 中 谷  １００ 

３ 松 尾  ０００ 

PH 谷 口  １００ 

  計31７２ 

 

回    打安責 

 白崎勇 ４ 1/3  20６２ 

●木 村 ２ 2/3  10１１ 

 井 口 ２    ７１０ 

国学院大 ０００  １１０ １００ ３ 

駒  大  ０００ ０２０ ０００ ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 年春季リーグ 

第６週・５月 30 日 

１勝２敗 

 

既
に
１
部
残
留
を
決
め
て
臨
ん
だ
今

春
の
最
終
戦
。
２
―
２
の
同
点
で
迎
え
た

７
回
、
２
番
手
・
木
村
大
希(

営
１)

が
左

犠
飛
で
１
点
を
失
い
勝
ち
越
さ
れ
る
。
そ

の
後
打
線
は
得
点
で
き
ず
試
合
終
了
。
４

連
敗
を
喫
し
、
勝
ち
点
２
の
５
位
で
今
季

を
終
え
た
。 

最
下
位
が
確
定
し

た
国
学
院
大
と
の
３

回
戦
。
３
連
敗
中
の
チ

ー
ム
は
、
来
季
に
つ
な

が
る
た
め
の
試
合
を

心
が
け
た
が
、
最
後
に

勝
利
の
花
を
飾
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

最
終
戦
の
マ
ウ
ン

ド
に
上
が
っ
た
の
は

エ
ー
ス
・
白
崎
勇
気

(

え
い)

 

５
回
、
33
回
連
続
無
得
点

中
だ
っ
た
打
線
に
よ
う
や

く
光
が
射
し
た
。
先
頭
の
戸

柱
恭
孝(

現
３)

が
６
番
に

上
が
っ
て
か
ら
初
め
て
の

安
打
を
放
ち
、
１
死
二
塁
の

好
機
を
つ
く
る
。
こ
こ
で
打

席
に
入
っ
た
江
越
大
賀(

法

１)
は
「(

二
塁
走
者
を)

返

そ
う
と
思
っ
た
」
と
、
初
球

の
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
左
翼
席

へ
。
「
手
応
え
が
あ
っ
た
」

と
、
今
季
２
本
目
の
本
塁
打

で
同
点
に
追
い
付
い
た
。 

な
お
も
後
続
が
つ
な
ぎ

２ 

(

営
４)

だ
っ
た
が
、「
ダ

メ
だ
っ
た
」
と
語
る
よ
う

に
、５
回
ま
で
に
３
四
死

球
を
出
す
な
ど
制
球
が

定
ま
ら
ず
。２
点
目
を
失

っ
た
と
こ
ろ
で
早
々
と

降
板
し
た
。そ
の
後
１
死

二
、
三
塁
の
危
機
を
、
引

き
継
い
だ
木
村
が
無
失

点
で
切
り
抜
け
た
。 

 

２
死
一
、
二
塁
か
ら
、
岡
将

吾(

法
４)

が
右
前
安
打
を

放
つ
が
相
手
の
中
継
プ
レ

ー
に
阻
ま
れ
、
勝
ち
越
し
を

逃
し
た
。 

７
回
に
木
村
が
１
点
を

許
し
、
再
び
追
い
掛
け
る
展

開
に
。
そ
の
裏
、
無
死
一
、

二
塁
の
絶
好
の
場
面
を
迎

え
た
が
、
け
ん
制
死
と
併
殺

打
で
無
得
点
に
終
わ
る
。
残

り
の
２
回
も
走
者
を
出
す

が
、
あ
と
１
本
が
出
ず
、
そ

の
ま
ま
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
。
敗

戦
が
続
い
た
嫌
な
流
れ
を

た 

断
ち
切
れ
ず
に
リ
ー
グ
戦
を

終
え
た
。 

６
季
ぶ
り
に
１
部
で
迎
え

た
今
季
は
、
優
勝
争
い
か
ら

最
下
位
争
い
に
転
じ
、
ま
さ

に
〝
戦
国
東
都
〟
を
表
す
結

果
と
な
っ
た
。
特
に
終
盤
は
、

白
崎
勇
と
井
口
拓
皓(

経
３)

が
各
々
の
試
合
で
１
失
点
ず

つ
に
抑
え
な
が
ら
、
打
線
の

援
護
が
な
く
敗
れ
た
。
小
椋

正
博
監
督
は
「
２
人
は
想
定

通
り
の
働
き
を
し
て
く
れ

た
」
と
二
枚
看
板
に
対
し
て

ご
満
悦
だ
っ
た
だ
け
に
、
秋

は
打
線
の
強
化
が
カ
ギ
と
な

る
。 主

将
の
岡
は
「
後
半
の
負

け
は
自
分
の
せ
い
」
と
、
反

省
の
言
葉
を
口
に
し
た
。
日

本
一
と
い
う
春
の
忘
れ
物

は
、
秋
に
必
ず
奪
い
取
る
。 

 
 

写
真
＝
野
木
聡
介 

 
 
 

水
出
綾
香 

文

＝

桝

島

知

佳 

試合終了後、整列する選手たち 

今季２本目の本塁打を

放つ江越【左】と江越

を迎える戸柱【下】 

チームとしては４試合

ぶりの得点だった 追加点を許し、５回途中で降板した白崎勇 

黒
星
は
付
い
た
が
、
５
回

の
危
機
を
救
っ
た
木
村 

５回、岡の安打で本塁を狙った

が、相手捕手に阻まれた小林 


